
１０周年企画Ⅲオンライン・シンポジウム

「今こそ“ノーモア・ヒバクシャ”」

日青協事務局と平和の学習会

２０２２年５月２１日（土）

日本青年団協議会 事務局 四至本鈴香



青年団とは青年中心の地縁団体
 スポーツや文化活動、郷土芸能、祭り・イベント、ボランティア
活動といったものから広く社会に目を向けた活動まで幅広く
行っている団体。

 職業や思想・信条、宗教に関わりなく誰でも入団できる。

 １０代後半～３０代が多い。

⇒同じ地域に住む仲間の悩みや課題を解決し、要求（より良
い未来）を実現していくために地域や社会を巻き込み、つくりか
えていく

１. 青年団・日本青年団協議会について



日本青年団協議会（日青協）の結成

【発足年月日】 １９５１年５月４日～５日

【発足経緯】
戦後、ふるさとにもどった若者たちが、荒れ果てたふるさとを目の当たりにし、いち早
く郷土の復興に立ち上がった。

【心掛けていること】
生きることが楽しく、そして豊かな青年を一人でも多く増やしていく

にっせいきょう

１. 青年団・日本青年団協議会について



 日青協は、全国の青年団の上位組織にあらず

 地域で活躍する青年たちをつなぐ連絡協調の組織

日青協の組織図

郡市町村団

道府県団

青年 地区団

１ 青年団・日本青年団協議会について



２． 平和の学習会について

平和の学習会を開催
期 間：２０２１年１１月から

２０２２年４月まで月１で開催

開催方法：対面開催orハイブリッド開催

主な出席者：日青協事務局（７名）、

濱住治郎様（日本原水爆被害者団体協議会事務局次長）、

田部知江子様（弁護士）

開催方法：事務局員が回ごとに担当を決め、持ち回りで開催



２． 平和の学習会について

第１～４回学習会

実施期日：２０２１年１１月、１２月

２０２２年１月、２月

会 場：日本青年館

内 容：①ブックレットの朗読

②感想交流



２． 平和の学習会について

第１～４回学習会

事務局の感想に耳を傾けるお二人 第１回学習会で朗読しあう様子



２． 平和の学習会について

第５回学習会

実施期日：２０２２年３月

会 場：東京都立第五福竜丸展示館

内 容：①展示館の見学

②感想交流
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２． 平和の学習会について

第６回学習会

実施期日：２０２２年４月

会 場：南浦和資料庫

内 容：①資料庫内の見学

②感想交流

←栗原淑江様（NPO法人ノーモ
ア・ヒバクシャ記憶遺産を継承す
る会事務局）に被爆者の声が記さ
れた冊子について説明を受ける

→説明を受けた後、一人ひ
とりが興味のある資料を閲
覧することができた



その他の
青年団の取り組み

各種SNSやインターネットで「日本青年団協議会」で検索！
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